
壮大な熔磨の文化風土の中で指われてきた文人たちの業績を、文学博物
館として展示。資料を多角的に活用して皆さんを文学的世界ヘ誘います。

平成4年10月発行 発行所/姫路市企画局公室広報課姫路市安田四丁目l番地 fi21-2070
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書写山の魅力再発見

“華やかな彩り"洋ラン(手柄山温室植物園)

6画面

NOVEMBER 
全国陶器市(大手前公園、-4日)、セントポー1)ア展(手柄山温室植物園、-5日)
「現代陶芸の系譜J(美術館、-15日)、姫路城菊花展(三の丸広場、-15日)
「松岡五兄弟展J(文学館、-29日)、「魚の赤ちゃん展J(水族館、~四日)

KENZO姫路賞授与式(キャスパホール)、秋のモデル撮影会開古園)、未来を描く科学絵画展倒学偲-12印

文化の目、福tllまつり(大手前公園)

老人スポ ツ大会(陸上競技場)

ひょうご皮革総合フェアー(じばさんびる、~日日)、ビジュアルシンポジウム (キャスパホール)

E冬
青空バザール(大手前公園)、冬鳥ウオッチング(白熱観察の森)、姫路城益載展(姫路城、 -17印
私の火災予防運動 H5日)
シンポジウム共感ぬくもりネットワーク(キャスパホール)

こころの祭り姫路(市内吉岡

(開催中)

ひょうご・ゅうあいスポーツ大会(陸上競技場)、全国ニューメディア制2inひょうごi自慢フォ ラム(ホテルサンガーデン)

農林漁業まつり園芸センター、15日も)、寒ラン展憾の相談所、 15日制、ノジギク展(手柄山温室植物園、 -2旧)
燃の君(好古島、青空バザール(大手前公園)、木の葉で遊I~う(自黙観察の森) 値画聖~

公民館の集い(文化センター、四日も)

城とまちづくり国際フォーラム(日本城朝研究センター)

「シャガール展J(美前盟、-12月四日)、私の洋うン展(手柄山温室植物思 -26印

勤労感謝の目、勤労市民のど自慢大会(文化センター)、市民ネイチャーウォーキング(増位小)

6画面冬の誌花展(緑の相談所、-2月4日)、小学校演奏会(文化センター、四日も)、第1回姫路綱引大会(中央体育館)
バードカーピンク教室(自黙観察の森、 12月間も)

加
一日
一側
一村
一日

比一日一
例
一日
一川
一日
付
一時
一同
一町
一間
一円
一一一
一脈
一昨
一日
一例
一例
一似一
位
一
一
一一
一
一恒
一例
一間

-
ま
ち
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

書
写
山
を
訪
れ
た
感
想
は
?

/ 

翁長 艶子弘
(沖縄県多良間村)

初めて来ましたが、高い

所から見る姫路市街の景観

は素晴らしいですね。回り

に緑に覆われた山が多いの

で、驚いています。

司..# .1 1 

阿部 洋枯弘
綾 イ圭ちm・紗代子ちゃん
(自国一丁目)

家族で来ましたが、自然

が多い所ですね。子どもた

ちとドングリを拾ったり、

昆虫を取ったりして、楽し

く週ごせました。

2 

※10月l日現在で確認できた行事、イベントを掲載しています

も
く
じ

E 

広報ひめじ竹月号

-
特
集
ウ
オ
ッ
チ
ン
ク
書
写
山

-
市
政
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

姫
路
城
が
世
界
遺
産
へ
、

市
民
ア
イ
デ
ア
賞
決
ま
る
、
ほ
か

・
マ
イ
タ
ウ
ン
・
:
:

ふ
る
さ
と
探
訪
、
あ
の
町
と
の
町

岩
田
健
三
郎
さ
ん
の
あ
そ
ぼ

-
く
ら
し
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
け
月

:
・・

募
集
、
学
ぶ
、
行
政
、
暮
ら
し
、
ほ
か

市
政
テ
レ
ビ、

川
月
の
保
健
所
、
健
康
ひ
と
口
メモ、

も
っ
と
知
り
た
い
自
然
・
科
学

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
姫
路
の
技
術
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

図
書
館
情
報

-
日
月
!
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
|

10 12 14 20 

姫
路
市
の
人
口
(
日
月

1
日
現
在
)

4
B口
、
3
9
2人
(前
月
比

+
3
B
E
)

男

E
E
E
、l
B
5
人
、
女
E
3
目、
E
0
7
人

世
世帯
数
/
1
4
9、
9
7
7世田市、
(前
月
比

+
1
4
3
)

面
積
/
E
7
3
・4
7平
方
J
げ

-
広
報
ひ
め
じ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

書写山はお寺で有名です

が、四季折々の山の風情も

いいですね。 春のサクラや

秋の紅葉は格別で、冬の寒

さも何ともいえませんね。

藤本 茂さん
(書写)

秋
風
に
誘
わ
れ
}
訴
訟

気
♂
向
く
ま
ま
に

t
r
、FY
出
掛
げ
マ
み
ど
、
)

標
高
三
七

一
口
の
書
写
山
。
市
内
で

一
番
高
い
山
で
す
。

一
足
先
に
や
っ
て
来
た
秋
は
、

参
道
沿
い
の
木
々
の
葉
を
緑
色
か

ら
黄
色

・
紅
色
に
ゆ
っ
く
り
と
変
え
て
い
き
ま
す
。
山
上
へ
は
、

こ
の
た
び
大
型
化
し
た
ロ
l
プ
ウ
ェ
イ
で
わ
ず
か
三
分
半
。
私
た

ち
に

一
番
身
近
な
山
で
す
。

今
月
号
で
は
皆
さ
ん
を
歴
史
と
自
然
の
宝
庫
、
書
写
山
に
ご

案
内
し
ま
す
。
木
々
が
色
づ
き
始
め
た
参
道
を
、
皆
さ
ん
も
散

策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

。
掃
き
清
め
ら
れ
た
表
参
道
を
歩
く
と
鳥
の
声
ゃ
う
っ
そ
う

と
茂
る
樹
木
に
豊
か
な
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

。
口
ブ
ウ
ェ
イ
山
上
駅
か
ら
眺
め
る
播
州
平
野
。

遠
く
に

播
磨
灘
が
広
が
り
ま
す
。

'92年10月発行
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書写山の魅力再発見

じ
-仁王門をくぐると円教寺
門には 『志よしゃ寺』の額があります。
山本 rr円教寺』なのになぜかなあ?J
天井を見上げると棟が二つあるように見
え、外の屋根と合わせて「三つ棟造り」

といわれています。

うっそうと茂る木々の

なかをゆっくりと散策

都
心
か
ら
わ
ず
か
の
距
離
に
あ
り
な
が
ら
、
樹
齢
数
百
年
の
木
立
に
包
ま
れ
、
昔
の

ま
ま
の
美
し
い
自
然
の
残
る
書
写
山
。
そ
の
山
上
に
は
一
千
年
の
歴
史
を
持
つ
円
教
寺

の
伽
藍
(
が
ら
ん
)
が
荘
厳
な
た
た
す
ま
い
を
み
せ
て
い
ま
す
o

A

フ
回
は
、
ま
ち
か
ど

特
派
員
の
山
本
し
の
ぶ
さ
ん
と
吉
井
円
さ
ん
が
書
写
山
の
隠
れ
た
魅
力
者
紹
介
し
ま
す
。

新
型
ゴ
ン
ド
ラ
で
昧
ゎ
、
つ

快
適
な
空
中
展
望

新
し
く
な
っ
た
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

に
乗
っ
て
山
上
へ
。
近
代
的
な
建

物
の
並
ぶ
市
街
地
と
樹
齢
数
百
年

の
木
立
に
包
ま
れ
た
書
写
山
の
山

上
を
、
新
型
ゴ
ン
ド
ラ
は
わ
ず
か

三
分
半
で
結
び
ま
す
。

東
西
に
走
る
山
陽
自
動
車
道
、

山
ろ
く
を
流
れ
る
夢
前
川
、
名
古

山
霊
苑
や
手
柄
山
中
央
公
園
、
高

い
ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
市
街
、
臨
海

部
に
広
が
る
工
場
群
、
さ
ら
に
は

播
磨
灘
ま
で
|
|
。
カ
ラ
フ
ル
な

ス
ト
ラ
イ
プ
の
入
っ
た
ク
リ
ー
ム

色
の
ゴ
ン
ド
ラ
が
軽
や
か
に
上
昇

を
始
め
る
と
、
後
ろ
の
広
い
窓
ご

し
に
景
色
が
ど
ん
ど
ん
広
が

っ
て

い
き
ま
す
。
東
の
方
に
目
を
向
け

る
と
緑
の
木
々
に
覆
わ
れ
た
広

峰
、
増
位
の
山
々
が
間
近
に
迫
っ

て
き
ま
す
。

あ
っ
と
い
う
聞
の
空
の
旅
を
終

え
て
山
上
駅
に
降
り
立
つ
と
、
昔

と
変
わ
ら
な
い
自
然
の
中
に
歴
史

の
薫
り
が
漂
、
フ
静
寂
の
世
界
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

書
写
山
は

自
然
と
文
化
財
の
宝
庫

山
上

一
帯
に
は

一
千
年
以
上
に

わ
た
っ
て
保
護
さ
れ
て
き
た
林
が

残
り
、
シ
イ
や
カ
シ
の
自
然
林
、

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
モ
、
、
¥
ツ
ガ
の

大
木
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

書
写
山
は
ま
さ
し
く
自
然
の
宝

庫
。
山
ろ
く
か
ら
山
頂
へ
は
千
五

百
種
か
ら
千
六
百
種
の
植
物
が
生

育
し
て
い
る
と
い
わ
れ
、
変
化
に

富
む
植
物
相
を
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
昆
虫
や
野

鳥
に
と
っ
て
も
絶
好
の
生
息
地

で
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
を
観
察
す

t・ui

-古い様式の
桟E
十妙院の塀には、

平瓦から今使われ
ている桟瓦(さん

ら)

日 U.3必滋」zzi

.城主力寄進した湯屋橋
もとここに浴室があったとか、茶
の湯の接待をしたのでこの名がつ

いたそうです。

が寄進した
械下

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

木
立
に
覆
わ
れ
た
参
道
を
登
っ

て
い
く
と
円
教
寺
が
あ
り
ま
す
。

康
保
三
年
(
九
六
六
)
に
性
空

(
し
よ
う
く
う
)
上
人
に
よ
っ
て

聞
か
れ
た
円
教
寺
は
、
西
国
三
十

三
番
霊
場
の
第
二
十
七
番
札
所

で
、
年
中
参
拝
者
の
絶
え
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
三
十
一
か
の
境

内
に
は
寿
量
院
、
大
講
堂
、
食
堂

(じ
き
ど
う
)、
常
行
堂

(じ
よ
う

ぎ
ょ
う
ど
う
)
、
金
剛
堂
な
ど
の

建
造
物
や
釈
迦
如
来
像
や
両
脇
侍

山本しのぶ弘
(害写 ・16歳)

4 広報ひめじ竹月号

吉井 円私
(林田町新町・ 12設)

像
、
四
天
王
立
像
な
ど
、
数
多
く

の
重
要
文
化
財
や
歴
史
的
な
遺
物

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
弁
慶
の
学
問
所
や
鏡
井

戸
、
左
甚
五
郎
の
彫
刻
、
和
泉
式

部
ゆ
か
り
の
歌
塚
な
ど
、

書
写
山

に
ま
つ
わ
る
伝
説
も
豊
富
で
す
。

山
ろ
く
で
は
伝
統
工
芸
館
の
建

設
も
始
ま
り
、
書
写
山
は
ま
す
ま

す
そ
の
魅
力
を
増
し
て
い
ま
す
。

書写山ロープワエイ

."， 
.料金/片道=大人30日円・小人
150円(団体割引有り)
.運行期間/年中無休(検査のた

め12月中旬に7日程度運休)
.運行時間/毎時0・15・30・45分
(始発時聞は午前日時30分)
.乗車時間/3分23秒
・最大乗車人員/71人
.問い合わせ/書写山口一ブウェ

イ営業所公⑮2006

-女人堂(如意輪寺)
明治5年に女人登山禁制が廃止され
るまで女性はここに巡礼のお札を納

めました。

道の両側にはサクラやモミジが植

えられ、春秋の季節には特に素晴

らしい散策が楽しめます。また、西

の観光駕車のりばの南にはヤマア
ジサイが多く植えられ、梅雨時に

は鮮やかな青紫色の花を咲かせ、

私たちの目を楽しませてくれます。

ロープウェイ山上駅ー一一即日m
一一仁王門一-400m- 摩

尼殿一一300m- 大講堂、食

堂、常行堂一-300m- 奥の院

L300m一金剛堂 150mJ 

5 '92年10月発行



書写山の魅力再発見特集

山上一帯は千年以上も保護さ

れてきた森林が残り、荘厳な

雰囲気に包まれる円教寺境

内。秋も深まると紅葉と建物

の素晴らしいハーモニーが楽

しめます。そんな書写山をゆ

つくりと散策してみませんか。

の大杉
市内では最大のスギで幹回り8.35
tz、高さ35~;;;もあります。幹や枝
には雨を避けるようにコゲラ(キ
ツツキ科の仲間で最小)の巣の穴

がたくさんあります。

姫路市文化財保護協会理事

糸田恒雄弘

東をむでどり1(つまら

書
写
山
に
登
る
と
、

摩
尼
殿
の
壮
麗
さ
に
圧
倒
さ

れ
ま
す
が
、
さ
ら
に
こ
の
奥

に
は
荘
厳
な
建
築
物
が
点
在

し
て
い
ま
す
。

円
教
寺
の
中
心
を
な
す
大

講
堂
と
建
物
の
長
き
で
は
三

十
三
間
堂
に
次
ぐ
と
い
わ
れ

る
食
堂
、
舞
台
の
あ
る
珍
し

い
構
造
の
常
行
堂
が
コ
の
字

ま
ず

育乍Zの歴

康保3年(966)性空上人によって
開かれる。寛平日E年(986)桔山法
皇行幸。書写山の山号と円教寺と
いう寺号を賜った。境内は国の指
定史跡で多数の国・県指定文化財
を所蔵。平清盛、源頼朝など武門
の信仰も厚く、姫路械主本多家・
松平家 ・榊原家の墓所がある。

-スカートをはいた鐘楼
全国的にも古く、袴腰(はかまごし)付で腰
組みをもった正規の鐘楼です。長いスカー卜

にはキツツキから守るため網のレースが。

• 吉井「わあ、いい眺め」山本「久しぶりの書写山。少し疲れちゃった。でもたくさんの
文化財や愉快な工ピソードがあって面白かった。円ちゃんは?J
吉井「値物や昆虫がたくさんいて楽しかった。鳥の鳴き声もよ

く聞こえていたので野鳥も多いんだろうな」
山本 r1月には 『鬼追L¥Jがあるからまた一緒に来ょうね」

-僧りょの生活の場で、あった三つのお堂
E層屋根の大講堂、 E階建ての食堂(じきどう)、舞殿をもっ常f
コの字型に配置されています。大講堂の屋根にはたくさんの

あり顔がみな違います。食堂はE階建ての仏堂としては文化財指定物
件のなかで最大規模。常行堂は{曽が修業した道場です。

鬼でtす。

-金剛堂
小さなお堂で‘すが、室町時代の特色
がよく残されています。古い様式の
しゃち瓦も見逃せなL¥。お堂の前に
1 ;本のタラヨウ。この葉はひっ力、い
て字を書くことができます。

-杉木立の聞に奥の院
性空上人を祭る開山堂には一千年の法灯が

堂内をかすかに照らしています。関山堂の
前の護法堂には山の守護神、乙天 (おとて

ん)・若天が祭られています。その化身が修
正会(しゅしようえ)に登場する赤鬼・青

型
に
並
ぶ
三
つ
の
お
堂
。
弁

慶
の
学
問
所
と
い
わ
れ
る
護

法
堂
拝
殿
や
、
大
屋
根
を
支

え
る
力
士
像
に
つ
い
て
愉
快

な
伝
説
を
持
つ
開
山
堂
が
あ

る
奥
の
院
。
書
写
山
で
最
も

古
い
お
堂
と
い
わ
れ
る
根
本

薬
師
堂
に
も
ぜ
ひ
足
を
伸
ば

し
て
欲
し
い
。

そ
の
ほ
か
平
安
時
代
の
歌

人
・
和
泉
式
部
の
歌
塚
や
弁

慶
の
鏡
井
戸
、
羽
柴
秀
吉
が

本
陣
を
構
え
た
十
地
坊
跡
な

ど
、
歴
史
を
た
ど
り
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
散
策
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
修
正
会
を
取
り
仕
切

る
承
仕
(
じ
よ
う
じ
)
は
梅

津
家
代
々
の
仕
事
で
、
ま
た

鬼
の
舞
は
以
前
は
梅
津
家
を

含
め
た
東
坂
本
で
六
人
衆
と

呼
ば
れ
る
家
筋
の
人
々
が
交

代
で
務
め
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
梅
津
家
と
そ
の
一
族

で
務
め
て
い
ま
す
。

子
や
孫
た
ち
に
は
、
古
く

か
ら
伝
わ
る
鬼
の
舞
の
一
つ

ひ
と
つ
の
動
作
の
持
つ
意
味

ま
で
正
し
く
理
解
し
て
、
大

切
に
こ
の
儀
式
を
受
け
継
い

で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

ゆっくり楽しみたい閉李の戸然

6 
自然νっ，#ヤ見どこちし、つ，#ν

林
、
仁
王
門
近
く
の
ナ
キ
ザ

サ
、
食
堂
北
側
の
ク
マ
ザ

サ
、
摩
尼
殿
南
の
オ
カ
メ
ザ

サ
な
ど
、
竹
笹
類
は
林
に
変

化
を
も
た
せ
て
い
ま
す
。

変
化
に
富
ん
だ
植
物
相
に

よ
っ
て
昆
虫
、
野
鳥
の
種
類

も
豊
富
で
す
。
キ
ツ
ツ
キ
・
の

巣
も
多
く
、
キ
ベ

リ
ハ

ム
シ

の
分
布
も
貴
重
で
す
。

春
の
ツ
ツ
ジ
類
、
初
夏
の

ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
、
秋
の
紅
葉

も
格
別
で
、
い
ず
れ
の
時
期

で
も
素
晴
ら
し
い
自
然
の
中

で
何
か
の
発
見
が
あ
り
ま
す
。

〆l!'...:.s，

姫路市自然保護審議会委員

家永善文弘

f 仇の舞IC切に残してし出7刊

書
写
山
で
は
長
年
保
護
さ

れ
た
林
が
山
頂

一
帯
に
広
く

見
ら
れ
ま
す
。

モ
ミ
・
ツ
ガ
の
林
、
シ
イ
・

カ
シ
の
極
相
林
、
大
き
な
ス

ギ
・ヒ
ノ
キ
な
ど
。
特
に
三
つ

の
お
堂
近
く
の
大
き
な
ス
キ

は
樹
齢
八
百
五
十
年
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
の

毎
年
一
月
十
八
日
に
、
天

下
泰
平
と
五
穀
豊
じ
よ
、
フ
を

析
っ
て
円
教
寺
摩
尼
殿
で
修

正
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の

中
の
赤
鬼
と
青
鬼
が
古
式
に

そ
っ
て
一
勇
ま
し
く
華
や
か
に

踊
る
鬼
の
舞
で
、
た
い
ま
つ

が
よ
く
燃
え
た
年
の
夏
は
日

照
り
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

92年10月発行7 



ますます魅力アップ書写山は

書写山の魅力再発見

引き続き、 10月には伝統工芸館の建設にも着工するなど、

新鮮さがプラスされてますます魅力的に生まれ変わりま

す。これまでとは一昧違う書写山をどうぞ。

近ごろ若い女性の人気を呼んでいる書写山。自然の美しさ、

歴史の漂いが私たちを引き付けます。でも、これからの書

写山はそれだけではありません。ロープウェイの大型他に

人々の心のよりどころに。完成が待ち遠しい伝統工芸館

が
ん
具
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
目
玉
の
一
つ
と
し

て
姫
路
特
産
の
姫
路
張
り
子
や
こ

ま
、
姫
革
細
工
な
ど
の
制
作
現
場

を
見
学
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け

る
計
画
で
す
。
「
見
る
だ
け
で
は

物
足
り
な
い
」
と
い
う
人
の
た
め

に
は
伝
統
工
芸
体
験
室
を
ご
用

意
。
研
修
施
設
も
整
備
し
、
楽
し

み
な
が
ら
姫
路
の
文
化
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

敷
地
面
積
は
約
一
万
六
千
平
方

灯
、
建
物
は
建
築
面
積
千
六
百
平

方
日
・
延
べ
床
面
積
は
二
千
七
百

平
方
灯
で
地
下
一
階
、
地
上
二
階

新
し
い
文
化
・
観
光
の
拠
点
に

伝
統
工
芸
館
建
設
ス
タ
ー
ト

今
や
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
播
州
の

原
風
景
と
伝
統
工
芸
を
守
り
、
伝

え
、
は
ぐ
く
む
と
と
も
に
人
々
の

心
の
豊
か
さ
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な

る
よ
う
願
い
を
込
め
て
、
十
月
十

九
日
、
伝
統
工
芸
館

(
仮
称
)
の

建
設
に
着
手
。

こ
の
施
設
で
は
郷
土
出
身
の
東

大
寺
長
老
、
清
水
公
照
師
愛
蔵
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
(
棟
方
志
功
の
十

大
弟
子
版
画
軸
や
平
山
郁
夫
の
リ

ト
グ
ラ
フ
、
有
名
陶
芸
家
の
作

品、

李
朝
の
っ
ぽ
な
ど
)
を
は
じ

め
、
師
の
書
画
、
陶
芸
作
品
を
展

示
。
ま
た
、
市
民
の
方
か
ら
寄
贈

さ
れ
る
昔
懐
か
し
い
全
国
の
郷
土

建
て
。
設
計
者
は
和
風
建
築
に
現

代
調
を
巧
み
に
取
り
入
れ
た
設
計

で
有
名
な
宮
脇
檀
き
ん
で
す
。

豊
か
な
水
に
恵
ま
れ
、

書
写
山

ろ
く
の
竹
林
に
す
っ
ぽ
り
と
包
み

こ
ま
れ
た
伝
統
工
芸
館
。
完
成
は

六
年
春
、
開
館
は
七
月
に
な
る
予

定
で
す
。⑧ 

川
川
間
川
山
霊
市川

島・¥b朝一
此
。
号
セ

書
写
山
ろ
く
の
公
園
に
時
計
台
が
誕
生

高
さ
七
日
も
あ
る
背
高
ノ
ッ
ポ

の
お
し
ゃ
れ
な
時
計
台
が
書
写
山

ろ
く
の
公
園
内
に
誕
生
し
ま
し
た
。

市
で
は
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
と

し
て
毎
年
市
民
提
案
を
募
集
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
ふ
る
さ
と
時
計

台
は
平
成
元
年
度
に
優
秀
賞
を
受

惨イブの夜、そりに乗っ
てサンタが星の子館に
やってくるかも。

CULTURE 

クリスマスイブの夜、星の子館の天体望遠鏡「あさ

ひララ」をのぞ、いていると流れ星が。でも、だんだん

大きくなっていくその星は、よー〈見るとトナカイの

そりに乗ったサンタクロースではありませんか・-。

星の子館では夢のあるサンタの絵を大募集。展示が

終わったらサンタが絵を返します。すてきなプレゼン

トがもらえるかもしれませんよ。

賞
し
た
提
案
に
基
づ
い
て
造
ら
れ

た
も
の
で
す
。

書
写
山
を
満
喫
し
た
あ
と
は
、

き
れ
い
に
整
備
さ
れ
た
公
園
で
時

計
台
を
眺
め
な
が
ら
一
息
。
郷
土

へ
の
愛
着
が
一
層
深
ま
る
こ
と
で

l
v
ょ
、
つ
。

星の子館にサンタがいっぱい
夢あるサンタの絵を大募集

砂募集期間 11月15日(日)-12月6日(日)

砂展 示 12月7日(月)-12月23日(仰

砂返却期間 12月23日(紛-12月25日幽(星の子館で)

砂星の子館(干67ト22 青山1470ノ24.fi⑪3050)へ

郵送または持参してください

歴史の昧・寿量院精進料理
日曜日のお昼のみ(5人以上は平日も可)01人前5000
円から。3目前までに要予約(寿量院・8⑮3553)

趨
すべて手作り。素朴な昧のょうかん
お持ち帰り可。ご主人の気まぐれで、
松の実ゃくりが入ることも。 l本1000
円から。 l週間前までに要予約 (寿量
院・合⑮3553)

うるし塗りのテレホンカード
年中行事や境内の風景をあし
らったカード3種。1枚目印円

こんなにあるある書写山名物 (一部桃山づき茶屋で販売中)

甘酒でちょっと一服
こうじからで
きた本格的な
官酒。 300円

姫
路
張
り
子
の
鬼
面

写
真
の
青
鬼
の
ほ
か
に
、
赤
鬼
も
。

l
個

E
日
日
日
円
。

次
回
は

5
年
1
月
間
日
の
修
正
会
の
際
販
売

書写の昧覚をお土産に
生の13、と、しょうがのしぐ
れ煮・書写山しぐれ(左600
円)とおらんだ菓子・お菓子
妨弁慶(右200円)

かわいい縁結びのお守り
想いが通じるかも。摩尼殿で

愛
ら
し
い
小
僧
さ
ん
の
土
人
形

思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

7
0
0円
か
ら

生活自由設計の家

レνヲホー臼
株式会社応建

広報ひめじ刊月号

建τ替3るのわずらわじさをすべτ解決f運て替えキャンペーン実施中/

8 

T E L.0792-77 -1919{.代)
TEL.0792-23-112H代)

揖保郡太子町山田483
姫路市安田3丁目108-1

レックセンター

本社フラa・

市内で三番目のふるさと時計台

書
写
山
の
四
季

月

ヤ
ブ
ツ
バ
キ

ヒ
メ
ヤ
シ
ャ
フ
シ

2 
月

4
E
 

引
目
。
中
日
・
彼
岸
会

ヤ
マ
ザ
タ
ラ

サ
ク
ラ
(
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
)

コ
パ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
・
シ
ャ
ガ

ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
・
モ
チ
ツ
ツ
ジ

ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ

ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
・

ヤ
マ
ブ
キ

ド
ク
ダ
ミ

ク
チ
ナ
シ

3 
月
4 
月

旧
日
白
関
山
性
空
上
人
忌

5 
月

日
日
・
仏
生
会
・
花
ま
つ
り

6 
月

日
日
:
蓮
華
(
れ
ん
げ
)
会

ア
月

来

B 
月

9
B
e
e
-四
万
六
千
会

9 
月

白
日
:
中
日
・
彼
岸
会

10 
月

楽

11 
月

当持

12 
月

31日
日日

。

予
育
て
を
考
え
る

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

b

戸
ド
パ
イ
ス

e

小学4年生の男の子の母親。最近、家
の中で、ばカ、り遊んでいるのでι、配です。

き、不思議さに触れ

ることによって来1ITた

な発見をし、子ども

たちは心豊かに成長

していきます。

学校では、自然学

校を聞いたり小学校

低学年の授業に生活

科を取り入れるな

ど、体験を重視した

内容を増やしてきて

います。皆さんのご

家庭でも五感を働か

せる工夫をしてくだ

さい。

(教育委員会)

自
然
に
触
れ
て
豊
か
な
感
性
を

⑨ 

⑧ 最近の子ど
もたちは友だ

ちと遊ぶことが少な

く、独りでテレビや

マンガ、ファミコン

などを相手に時間を

費やすなど、家の中

に引きこもりがちで

す。それでは豊かな

感性や知性、判断力

が身に着きません。

屋外に出て自然を

相手に、そこに住む

生物を手にしたり満

天の星空を眺めたり

自然の美し

委
主催/神姫パス株式会社

後援/神戸新聞社

千種町

千種町観光協 会

ちくさミ二森林王国

神姫パス三室山
1358m 

ハイク /三室山¥ハイク
ー -

5km¥〈昼食>)5km 

圏実施日/11月14日出神姫パス姫路パスターミナル8:00集合 8:20出発帰着予定17:00

圃お申し込み・詳しいお問い合わせ/神姫パス本社営業課ハイキング事務局(0792)23-1344 

。
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姫
路
城
が
世
界
遺
産
リ
ス
ト
ヘ
推
薦

法
隆
寺
な
ど
含
め
日
本
か
ら

4
件

姫
路
城
が
世
界
遺
産
条
約
の
世

界
遺
産
リ
ス
ト
に
文
化
遺
産
と
し

て
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
か
に
、
「
法

隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物
群」
(奈

良
)
が
、
自
然
遺
産
と
し
て
白
神

山
地

(
青
森

・
秋
田
県
)
、
屋
久
島

(鹿
児
島
)
の
計
四
か
所
が
日
本

か
ら
の
第
一
号
と
し
て
推
薦
さ
れ

て
い
ま
す
。

文
化
遺
産
は
、
文
化
庁
が
国
宝

や
重
要
文
化
財
な
ど
に
指
定
し
て

い
る
歴
史
的
、
普
遍
的
価
値
の
あ

る
も
の
の
中
か
ら
選
定
。
姫
路
城

は
十
七
世
紀
初
頭
の
日
本
の
城
郭

建
築
を
代
表
す
る
史
跡
建
造
物
と

し
て
評
価
を
得
ま
し
た
。

世
界
遺
産
条
約
に
登
録
さ
れ
て

い
る
遺
産
は
、
文
化
遺
産
で
は
中

国
の
万
里
の
長
城
な
ど
二
百
六
十

件
、
自
然
遺
産
で
は
ア
メ
リ
カ
の

グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
国
立
公
固

な
ど
八
十
四
件
。

V
問
い
合
わ
せ

2
7
B
B
)
 

文
化
課

(
宮
⑪

歩

「
鷺
の
清
水
」
の
井
戸
屋
形
を
復
元

d
魁

南
部
土
塁
、
美
術
館
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
常
設

揺
磨
十
水
の

一っ
と
た
た
、
手
り

れ
た
「
問
の
清
水
」
|
|
。
昭
和

六
十
三
年
の
清
水
門
跡
の
発
掘
調

査
で
そ
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
市
で
は
井
戸
屋
形
の
修
復
整

備
を
計
画
、
十
月
着
工
し
ま
し
た
。

*府政インフ7tメーション

復
元
さ
れ
る
井
戸
屋
形
は
井
戸

全
体
を
覆
う
も
の
で
四
隅
の
柱
が

母
屋
形
の
屋
根
を
支
え
る
格
好
で

す
。
井
戸
屋
形
の
復
元
は
『
大
工

幾
蔵
姫
路
城
図
』(
文
政
六
年
・
一

八
二
三
)
の
鳥
観
絵
図
な
ど
を
参

考
に
し
ま
し
た
。

「
聞
の
清
水
」
は
東
西
二
・
八

灯
、
南
北
六
灯
、
深
さ
二
・
五
灯

の
大
型
井
戸
。
歴
代
城
主
が
茶
の

湯
な
ど
に
利
用
し、

現
在
も
冷
水

が
わ
い
て
い
ま
す
。
井
戸
屋
形
の

復
元
と
名
水
の
復
活
、
城
の
名
所

が
ま
た
一
つ
よ
み
が
え
り
ま
す
。

ま
た
、
城
周
辺
の
魅
力
も
ア
ッ

プ。

十

一
月
六
日
働
か
ら
国
道
2

号
沿
い
南
部
土
塁
、
美
術
館
を
常

設
で
ラ
イ
ト
プ
ッ
プ
し
ま
す
。
去

企
井
戸
屋
形
完
成
予
想
図

(右

・
西
立
面
図、

左・
南
立
面
図
)

4
「鷺
の
清
水
」
の
遺
構
。
昭
和
白
年
発
掘
調
査

時
の
現
地
説
明
会

名
古
山
斎
場
の
改
造
が
大
詰
め

日
月
1
日
か
ら
新
火
葬
炉

一

名古山霊苑仏舎利塔

平
成
二
年
十
月
か
ら
始
ま
っ
た

名
古
山
斎
場
の
改
造
事
業
。
待
合

室
、
待
合
ホ
ー
ル
、
葬
祭
場
な
ど

を
備
、
え
た
近
代
的
な
斎
場
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
び
火
葬
炉
十
五
基
、

小

動
物
炉
二
基
が
完
成
し
、
九
月
二

高
齢
者
に
保
健
医
療
力

l
ド
を

日
月
お
日
か
ら
受
け
付
け

今
年
三
月
、

I
C
カ
ー
ド
を
利

用
し
て
の
保
健
医
療
カ
ー
ド
シ
ス

テ
ム
の
実
験
地
と
し
て
固
か
ら
指

定
を
受
け
た
当
市
は
、
年
度
内
に

三
千
枚
を
限
度
と
し
て
保
健
医
療

カ
ー
ド
(名
称
い
き
い
き
カ
ー
ド
)

を
発
行
。
十
一
月
二
十
五
日
制
か

ら
そ
の
受
け
付
け
を
始
め
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
個
人
の
医
療

情
報
な
ど
主
記
憶
さ
せ
た
I
C
カ
ー

ド
に
よ
っ
て
、
全
国
ど
の
医
療
機

関
で
も
利
用
で
き
る
よ
、
つ
な
標
準

的
な
シ
ス
テ
ム
を
目
指
す
も
の
で
、

市
内
約
百
か
所
の
医
療
機
関
に
パ

ソ
コ
ン
を
配
置
す
る
予
定
で
す
。

人
口
四
十
万
規
模
の
都
市
で
の
実

験
は
姫
路
が
初
め
て
で
、
そ
の
成

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

I
C
カ
l
ド
に
は
、
住
所
、
氏

名
な
ど
の
基
本
情
報
の
ほ
か
、
健

康
診
査
の
受
診
情
報
、
救
急
情
報
、

医
療
情
報
な
ど
が
記
憶
さ
れ
ま
す
。

患
者
が
初
め
て
利
用
す
る
医
療
機

関
で
も
、
過
去
の
デ
ー
タ
を
読
み

取
る
こ
と
で
、
医
師
が
よ
り
早
く

適
切
な
治
療
を
行
う
の
に
役
立
ち

ま
す
。
ま
た
、
患
者
に
と
っ
て
も

効
果
的
な
健
康
指
導
や
緊
急
時
に

素
早
い
対
応
か
受
け
ら
れ
ま
す
0

・
力
l
ド
配
布
対
象
者

満
六
十
歳
以
上
の
市
民
で
巡
回

健
診
・
住
民
検
診
・
市
民
セ

ッ
ト

健
診
を
受
診
さ
れ
て
い
る
人
、
ま

た
は
慢
性
疾
患
で
、
現
在
医
療
機

関
に
通
院
さ
れ
て
い
る
人
の
う
ち

希
望
者
。
カ
ー
ド
は
市
が
発
行
し

平
成
五
年
度
ま
で
は
無
料
。
発
行

ま
で
は
申
し
込
み
後
二
か
月
以
上

か
か
り
ま
す
。

-
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

医
療
機
関
で
は
、
医
師
、
看
護

婦
な
ど
職
種
に
応
じ
て
情
報
を
見

市
民
ア
イ
デ
ア
賞
決
ま
る

優
秀
賞
は
「小
魚
な
ど
が
泳
ぐ
小
さ
な
掘
割
の
整
備
」な
ど

*府政インフォメーション

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ふ
る
さ
と

姫
路
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集

し
ま
し
た
、
ふ
る
さ
と
創
生
提
案

に
つ
い
て
、
市
民
ア
イ
デ
ア
賞
が

決
ま
り
ま
し
た
。

入
賞
者
の
皆
さ
ん
十
五
人
に
は
、

十
月
一
日
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
。

ま
た
、
応
募
者
全
員
に
記
念
品
を

贈
り
ま
し
た
。

-
有
意
義
な
提
案
二
百
四
十
七
点

平
成
四
年
度
は
、
「
水
と
緑
の
豊

か
な
、
快
適
で
都
市
基
盤
の
整
っ

た
ふ
る
さ
と
」
を
テ
!
?
に
、
ふ

る
さ
と
創
生
提
案
を
募
集
。
四
月

十
六
日
か
ら
五
月
三
十
日
の
期
間

中
、
百
七
十
八
人
の
皆
さ
ん
か
ら

二
百
四
十
七
点
の
提
案
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

園
優
秀
賞
、
佳
作
に
十
五
人

市
民
代
表
、
学
識
経
験
者
、
市

職
員
ら
十
二
人
で
構
成
す
る
審
査

委
員
会
に
お
い
て
応
募
提
案
を
審

査
し
た
結
果
、
優
秀
賞
二
人
、
佳

作
十
三
人
が
決
定
し
ま
し
た
。

受賞者インタビュー

城の周辺をよく散歩し

ますが掘害IJで悠々と泳ぐ

魚、の姿に心が安らぎます。

小さな掘割が繁華街にも

あれば、多くの市民が楽

しめる場所になりますね。

十
八
日
に
火
入
れ
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

使
用
開
始
は
火
葬
炉
十
二
基
と

小
動
物
炉
二
基
が
十
月

一
日
か
ら
、

残
り
の
火
葬
炉
三
基
が
十
二
月
一

日
か
ら
で
す
。
新
し
い
火
葬
炉
の

火
葬
時
間
は
二
時
間
程
度
、
従
来

部
稼
働

の
炉
が
四
時
間
程
度
で
あ
っ
た
た

め
大
幅
な
短
縮
で
す
。
ま
た
、
新

火
葬
炉
の
稼
働
に
よ
り
仮
設
斎
場

は
撤
去
し
ま
す
。
斎
場
全
体
の
改

造
の
完
了
は
二
月
末
日
ご
ろ
。

V
問
い
合
わ
せ
名
古
山
霊
苑
管

理
事
務
所

(
宮
⑪

5
0
3
0
)

る
こ
と
が
で
き
る
範
囲

を
限
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
ー
ド
の
デ
ー

タ
の
大
部
分
は
コ
ー
ド

化
さ
れ
た
記
号
や
数
字

で
、
情
報
の
保
護
に
努

め
て
い
ま
す
。

-
申
し
込
み

十
一
月
二
十
五
日
制

か
ら
中
央
保
健
所
(
宮

@
1
6
3
5
・
本
町
)、

西
保
健
所
(
宮
@
1
2

9
2
・
広
畑
区
高
浜
町
)、

保
健
セ
ン
タ
ー
(
宮
@

0
7
8
5
・
飾
磨
区
細

江
)
、
西
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

(
宮
@

3
7
0
0
・
飾
西
)、

保
健
管
理
課
(
市
役
所
二
階
・

2

@
2
4
5
3
)
地
域
保
健
医
療
調

査
室
(
市
役
所
二
階
-
E
@
2
4

5
5
)
へ
。
先
着
、

三
千
人
o

v問
い
合
わ
せ
地
域
保
健
医
療

調
査
室
(
宮
⑪

E
4
5
5
)

佳
作
は
、稲
田
勇
さ
ん
(
青
山
)、

梶
原
木
代
一
さ
ん
(
飯
田
)
、

小
堀

好
記
さ
ん
(
四
郷
町
)
、
長
野
仁
志

さ
ん
(
木
場
)
、
隅
田
卓
さ
ん
(
四

郷
町
)、
西
本
善
行
さ
ん

(網
干
区

回
井
)
、
三
木
ち
え
さ
ん

(網
干
区

新
在
家
)、
峯
村
良
裕
さ
ん

(
網
干

区
和
久
)
、
吉
田
靖
茂
き
ん

(飾
磨

区
加
茂
)
、
米
田
実
男
さ
ん
(
御
立

中
四
丁
目
)
、
岩
谷
成
彦
き
ん
(
威

徳
寺
岡
)
、
徳
永
裕
明
さ
ん
(
田
寺

六
丁
目
)
、岸
岡
孝
昭
さ
ん
(
青
山
)

以
上
十
三
人
の
皆
さ
ん
で
す
。(
順

不
同
)
。

V
問
い
合
わ
せ

2
2
0
3
)
 
企
画
局
(
宮
⑪ 医療情報などが記憶された「いきいき力一ド」

4つのチャンスで素敵なお買物
，(0)円lこF

の
彬
を
映
す
小
さ
な
掘
割
を
つ
く

り
小
魚
を
泳
が
せ
る
と
い
う
提
案

と
、
土
井
英
正
さ
ん
(
広
畑
区
オ
)

の
「
城
の
あ
る
街
角
姫
路
」
|

優
秀
賞
は
、
石
本
鉄
治
さ
ん
(

八

公

共

施
設
や
学
校
な
ど
の
敷
地
内

代
宮
前
町
)の「
小
魚

な

ど

が

泳

く

の

一
角
に
城
壁
を
造
り
、
城
下
町

小
さ
な
掘
割
の
整
備
」

l
美
し
い
の
雰
囲
気
を
市
全
体
に
広
げ
る
と

水
を
た
た
え
、
立
ち
止
ま
っ
た

人

い

う

提

案

で

す
。

10 

. (委細菌談) まずTEL，Q792-35-5252にて、
こ♂一報ください。(受付:平日 9時~17時迄)

労働大臣許可労働者派遣事業(般)28-19-0002

ω翠サントク人材センター
姫路市飾磨区中島1139番地の16

TEL.0792-35-5252 FAX.0792-34-6602 

広報ひめじ竹月号

サントク人材センター
当事土は・・・
・有能なあなたのご希望の条件にあった職場をさか、し
派遣する会社です。
・山陽特殊製鋼(械の100%出資の子会社です0
・年齢 ・性別 ・学歴は問いません。
・事務機器操作 ・秘書・ 受付 ・ファイ リング ・通訳 ・
翻訳 ・市場調査・分析 ・財務業務等の実務経験者を
優遇します。ただし未経験者も可(研修制度あり)

姫路みゆ幸子通D
ft(0792)84-0822(毎日釧10時~剛5時)

'92年10月発行11 
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時
代
の
移
D
嚢
わ
り
を
見
つ
め

稲
田
の
向
こ
う
に
三
体
の
石
仏

一
体
は
顔
だ
ち
が
分
か
リ
に
く
い

で
す
が
、
ほ
か
の
二
体
は
引
き
締

ま
っ
た
顔
だ
ち
と
世
か
な
肉
付
け

の
阿
必
陀

(あ
み
だ
)
仏
で
す
。

こ
の
付
近
は
鎌
倉
時
代
初
期
の

文
覚
(
も
ん
が
く
)
上
人
ゆ
か
り

の
寺
跡
だ
と
い
わ
れ
、
石
仏
は
上

人
を
慕
っ
て
関
東
か
ら
来
た
人
物

に
ま
つ
わ
る
も
の
で
、
鎌
倉
時
代

の
作
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

県
道
沿
い
に
南
に
下
が
る
と
魚

吹
(う
す
き
)
八
幡
神
社
の
鳥
居
が
。

神
社
の
前
の
道
は
姫
路
城
下
と
室

旭
陽
小
学
校
南
の
道
を
西
へ
歩

い
て
行
く
と
、
稲
田
の
向
こ
う
に

見
え
る
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
小

屋。

そ
の
中
に
は
、
高
さ
約
六
十

で
の
石
仏
が
三
体
祭
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は

「角
戸
の
石
仏

(
つ

の
ど
の
せ
き
ぶ
つ
)」

と
呼
ば
れ
、

寸

稲田のあぜにひっそりと祭られている角戸の石仏

p 内問;~

.aJ. 
姫路械下と室津の港を結んだ旧室津道

克明に描かれた火揚げ図絵馬
しのばれる当時の人々の熱い思い

稲
荷
神
社
の
拝
殿
に
元
治
二
年

(一

八
六
五
)
に

奉
納
さ
れ
た
珍
し
い
火
揚
げ
図
絵
馬
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
絵
馬
に
は
、
ふ
ん
ど
し
姿
の
人
々
が
は
し

ご
な
ど
を
使
っ
て
火
防
げ
の
さ
お
を
起
こ
そ
う
と
し

て
い
る
傑
子
や
、
そ
の
周
り
の
大
勢
の
見
物
人
、
ち

ょ
う
ち
ん

・
の
ぼ
り
・

太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
人
た
ち

が
生
き
生
き
と
描
か
れ
、
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
た
津

市
場
の
火
掲
げ
の
様
子
を
克
明
に
表
し
て
い
ま
す
。

火
揚
げ
は
、
昭
和
十
年
ご
ろ
ま
で
毎
年
八
月
十
六
日

に
津
市
場
西
公
園
辺
り
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
境
内
に
は
数
個
の
力
石
が
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。
火
揚
げ
図
絵
馬
に
し
て
も
、
力
石
に
し
て
も
、

力
強
く
生
き
た
当
時
の
津
市
場
の
人
々
の
熱
い
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

(
文
化
課
)

お
風
呂
で
和
や
か
巴
裸
の
受
流

四郷町上鈴自治会は敬老の日に、上鈴

の銭湯へ地域のお年寄りたち約180人を招

待。凹郷小学校の生徒約50人がお年寄り

の背中を流したり、一緒に湯船に入っ た

り、和やかな 1日を過ごしました。

手
作
り
の
か
か
し
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

市立広畑幼稚園の園児たちが、近くの

農家に手作りのかかしをプレゼントしま

した。田んはで泥んこ遊びを させてもら

ったお札に、園児たちが自宅から持ち寄

った古着で作ったかかしです。
r
l
p
E
恒
代
俳

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
あ
な

骨
四
『
叫

H

A
w
b
だ
の
町
の
身
近
な
話
題
を
紹

叫
川
マ
'
h

噛

介
し
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
ホ
V

4
A
l

ト
ニ
ュ
ー
ス
を
お
寄
せ
く
だ

ー

さ

い

。

広

報

課

(

〒

側

安

m

四
7
目
A
l
m
u
@
2
0
7
3
)

個
性
豊
か
な
タ
ウ
ン
誌
を
目
指
し
て

今年で15回目 を迎える 「全国タウン誌

会議」が9月27Sと28日、姫路キャスパ

ホールで開催されました。最近、各地で

個性あふれるタウン雑誌が発行され、地

域の情報発信に期待が集ま っています。

「よ
ー
し
、
見
合
っ
て
見
合

っ
て
:
:
:
」
行
司
役
の
お

っ
ち

ゃ
ん
の
軍
配
が
か
え
る
。「
の
こ

っ
た
/
の
こ
っ
た
、
の
こ

っ
た」

土
俵
の
ま
わ
り
の
見
物
か
ら

歓
声
が
あ
が
る
。

そ
う
言
え
ば
、
ぽ
く
ら
が
子

--
ろ

ど
も
の
頃
、
相
撲
大
会
と
い
う

の
が
あ
っ
た
な
あ
:
:
・
と
大
相

撲
人
気
の
話
か
ら
思
い
出
し
て
お

っ
た
ら
、
三
浦
さ
ん
が
「
わ
し

ら
の
子
が
行
っ
と
る
小
学
校
に
土
俵
が
あ
る
で
」
と
教
、
え
て
く
れ

た
。
い
ま
も
現
役
で
、
年
に
い

っ
ぺ
ん
相
撲
大
会
も
あ
る
と
い
う
。

子
ど
も
会
や
青
年
団
が
世
話
を
し
て
お

っ
た
。
賞
品
も
つ
く
。

赤
ち
ゃ
ん
相
撲
も
あ

っ
て
、
フ
ギ
ャ
l
と
泣
き
合
い
に
な

っ
て
お

も
し
ろ
い
。
大
人
も
子
ど
も
も
、
裸
に
な

っ
て
マ
ワ
シ
ひ
と
つ
で

「は

つ
け
よ
い
/
」
こ
の
ご
ろ
元
気
の
な
い
子
が
お
り
ま
ん
な
あ
。

「は
つ
け
よ
い
」
と
声
を
か
け
て
や
り
た
い
。
落
ち
こ
ん
だ
大
人

に
は
「
の
こ
っ
た
/
」
と
、
も
う
ひ
と
踏
ん
ば
り
の
声
援
を
。

帽の
-
k
e

1992冬~春プログラム
・スキーキャンプ
・雪遊びキャンプ等
10月28日側より受付開始H
お問い合わせ・お申し込みは

姫路YMCAウZルネスセンター
姫路市土山東の町9香15号 ft0792(98)556前知

オーストラりアの大学に進学したい
英語を流暢に話したいという人へ

1993年度コース案内
コース開始日

|EしTSTEST 6.65以上地主l目前五;祭器、訪日
.お問い合せ、又は、ご案内は…

姫路YMCA国際交流センター
n0792( SU5SS5({匂

ENGLISH COLLEGE OF 
姉妹都市アデレードか5留学のススメ
ENGLlSH COLLEGE OF ADELAID目立、日常英会話かう
大学進学まであなたの目的に応じて勉強ができます。当校は認
可を受けた語学学校で資格を備えた優秀な講師障が授業を行っ
ています。

※尚、当校Iel:市内の中心ビlクトリアスク工アにあり通学に便利です。又、 ECA
のホームステイ先は併設校JAPANESECOLLEGE OF ADELAIDEで日
本語を学んでいる生徒の家庭より厳選しているので皆親日家です。パンフレツ
トご希望の方は右記へお間合わせ下さい。

-理監査Jtf桓J.~益百，~副長岩.ADELAIDE 

育

道

操

一

操

12 広報ひめじ竹月号

体育クラス
①幼児体

①剣

①器

①サ

①新

械体
ツ力

体

水泳クラス|
@ペンギン(1・2歳児)
@力二・タコ(2・3歳児)
①ラッコ(3~6歳児〉

①ビーバ一(5歳児~小学4年生)
①フリッパー(小1年生~小学6年生)

ビジネスカレッジ
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-
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

こ
れ
ま
で
幼
惟
園
、
小

・
中
学

校
で
行
っ
て
い
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
障
は
、
今
年
度
か
ら
医

療
機
関
で
実
施
し
ま
す
。

-
期

間

叩

月
1
平
成
5
年
1
月

・
場
所

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
実
施
医
療
機
関

-
対
象
幼
稚
園
児
(
私
立
幼
稚

園
お
よ
び
保
育
所
の
5
歳
児
を
含

む)、

小

・
中
学
生

。
費
用

無
料

込
持
参
す
る
も
の

各
保
育
所
、

幼
稚
園
、
学
校
か
ら
配
布
し
た
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
券
、
問

診
票
。
な
お
、
接
種
を
受
け
る
と

き
は
、
前
も
っ
て
医
療
機
関
に
日

時
を
確
か
め
、
体
温
を
測
っ
て
、

1
1
4
週
間
の
間
隔
で
2
回
受
け

て
く
だ
さ
い
。

V
保
健
管
理
課
(
宮
⑪

2
4
5
4
)

-
小
児
マ
ヒ
予
防
接
種

日
月
2
日
開
1
ロ
月
2

-
期
間

日
村
-
対
象

生
後
3
か
月
i
山
崎
か
月

の
乳
幼
児
(
す
で
に

2
回
接
種
を

受
け
た
人
は
除
く
)

av費
用

無
料

・
持
参
す
る
も
の

母
子
健
康
手

帳
、
予
防
接
種
券

・
日
時

・
接
種
場
所

公
衆
衛
生

委
員
を
通
じ
、
ポ
ス
タ
ー
や
回
覧

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

V
中
央
保
健
所
(
宮
⑩

1
6
3
5
)、

西
保
健
所
(
宮
⑮

1
4
7
3
)
、
中

央
保
健
所
南
支
所
(
宮
⑮

0
3
E

O
)
 

-
年
末
調
整
の
説
明
会

給
与
な
ど
を
支
払
っ
て
い
る
源

泉
徴
収
義
務
者
を
対
象
に
、
平
成

4
年
分
の
年
末
調
整
の
仕
方
や
法

定
調
書
な
ど
の
提
出
に
つ
い
て
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
配
布

の
資
料
を
持
参
。
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

-
日

時

日

月
幻
日
刷
、
午
前
日

時
i
正
午
と
午
後
1
時
半
1
3
時

半。
場
所

文
化
セ
ン
タ
ー

V
姫
路
税
務
署
(
宮
@
1
1
3
5
)、

市
民
税
課
(
包
⑪

2
2
5
9
)

-
新
年
安
礼
会

日
時

5
年
1
月
4
日
側
、
午

警元だ
語気ν
をなす
Z顔ヰ

i宅

青山の町名が変わります。
11月間日以めち、住居表示により青山
の町名が変わります。町名が変わって

も不動産(土地・建物)の地番はこれ

までどおりてす。法務局への登記申請、

登記簿謄本請求などには、町名は新

町名を、土地の地番や建物の数地番

はこれまでの地番を記載していただ

くことになります。

砂土地利用調整課

(まま⑪2529)

-
mミ
リ
映
写
機
講
習
会

・
日

時

日

月
日
日
側
、
午
前
9

時
i
午
後
4
時

A-場所
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

-
内

容

日

ミ
リ
映
写
機
の
操
作

方
法
に
つ
い
て
技
術
講
習
会
を
聞

き
、
検
定
に
よ
り
合
格
証
を
交
付

・
対

象

市

内
在
住
か
在
勤
で
加

歳
以
上
の
人

A-定員
加
入

車マ
受
講
料

無
料

V
H
月
刊
日

ωま
で
に
、
往
復
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
勤

.市役所の所在地は〒670姫路市安田四丁目1です

務
先
、
電
話
番
号
を
書
い
て
視
聴

覚
セ
ン
タ
ー
(
一
T
日

本

町

聞

-

E
⑮
日

1
6
7
)
へ
。
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選

-
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
で

楽
し
い
体
験
を

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
学
年
の
少
女
た
ち
が
グ
ル

ー
プ
を
作
り、

ハ
イ
キ
ン
グ
、
キ

ャ
ン
プ
、
ゲ
ー
ム
、
奉
仕
活
動
を

通
し
て
、
人
と
交
わ
る
こ
と
を
学

び
、
日
常
の
基
本
的
な
こ
と
を
楽

し
く
身
に
着
け
ま
す
。

市
内
で
は
、

5
団

・
約
制
人
が

活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
な
た

も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

V
青
少
年
課
(
宮
⑪

2
7
9
1
)

-
児
童
合
唱
団
員

-
対

象

市

内

の
小
学
3
年
生

・
定
員

約
印
人

-
応
募
方

法

日

月
日
日
開
i
初

日
開
ま
で
に
、
各
小
学
校
へ
(
申

し
込
み
用
紙
、
募
集
要
綱
は
各
小

学
校
に
あ
り
ま
す
)
。

-
選
考

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

筆
記
、
歌
唱
テ
ス
ト
を
ロ
月
ロ
日

出

・日
日
同
に
行
い
ま
す
。

V
姫
路
市
児
童
合
唱
団
(
宮
⑮

E

4
0
5
)
、
青
少
年
課
(
宮
⑪

2
7

9
1
)
 

-
准
看
護
学
生

-
募
集
人
員

・
出
願
資
格

日
人
中
学
校
を
卒
業
し

平
均
寿
命
が
年
々
伸
び
、
高
齢
化
社
会
到
来
と
い
う
現

代
に
お
い
て
、
だ
れ
も
が
健
康
な
老
後
を
望
ん
で
い
る
と
言

っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
願
い
を
阻
ん
で
い

る
の
が
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
脳
卒
中
・

心
臓
病
に
代
表
さ
れ

る
成
人
病
な
の
で
す
。
こ
れ
を
防
く
た
め
に
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
は
何
か
7

そ
こ
で
今
、
最
も
簡
単
で
有
効
な
方

歩
い
て
防
ご
う
成
人
病

法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
H

歩
く
H

こ
と
で
す
。

歩
く
と
①
心
臓
・

肺
の
機
能
が
良
く
な
る
②
人
示
分
な
皮
下
脂
肪
を
燃
焼

し
高
血
圧
な
ど
の
心
配
が
な
く
な
る
@
肋
肉
を
鍛
、
ぇ
強
く
す
る
ー
な
ど

の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
先
ご
ろ
厚
生
省
の
調
査
で
、
速
歩
な
ど

簡
単
な
運
動
で
成
人
病
の
危
険
要
因
と
な
る
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
な
ど
す

べ
て
の
検
査
デ

l
タ
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
目
標

一
日

一
万
歩
/
さ
あ
始
め
ま
し
ょ
う
。

(
保
健
所
)

健康ひとロフモ
¥--一一一--ttr

日
日
倒
ゐ

山
陽
百
貨
庖
6
階
で
。

V
姫
路
税
務
署
(
宮
@
1
1
3
5
)、

主
税
課
(
宮
⑪
2
2
4
7
)

-
最
低
賃
金
を
改
正

兵
庫
県
内
で
使
用
さ
れ
る
す
べ

て
の
労
働
者
(
パ

l
卜、

ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
も
含
む
)
と
そ
の
使
用

者
に
適
用
さ
れ
る
兵
庫
県
最
低
賃

金
が
、

9
月
初
日
附
か
ら
改
正
o

e兵
庫
県
最
低
賃
金

1
日
1
4

5
8
5
円
。
時
間
給
者

(1
時
間
)

1
5
7
7
円

V
兵
庫
労
働
基
準
局
賃
金
課
(
官

。78
・3
3
2
・7
0
2
0
)、

姫
路
労
働
基
準
監
督
署
(
宮
⑮
1

4
日

1
)
、
労
働
福
祉
課
(
宮
⑪
2

0
9
4
)
 

前
日
時
か
ら

今
場
所

姫
路
商
工
会
議
所
2
階

大
ホ
ー
ル

。
会

費

交

礼
会
出
席
の
人
は
、

2
5
0
0
円
(
名
簿
の
氏
名
登
載

料
と
名
簿
代
金
を
含
む
)。

名
簿

に
氏
名
登
載
だ
け
を
希
望
す
る
人

は
1
0
0
0
円

(名
簿
代
金
を
含

む
)
。
申
し
込
み

日
月
2
白
川

l
m

日
倒
に
、
会
費
を
持
っ
て
広
報
課
、

各
支
所

(中
央
、

飾
磨
、
広
畑
、

網
干
、
白
浜
)
か
商
工
会
議
所
へ

V
広
報
課
(
宮
⑪

2
0
7
0
1
3
)

-
税
を
知
る
週
間
に

相
談
所
を
開
設

-
税
金
相
談
所

日
月
ロ
日
嗣

-
入
国
説
明
会
ロ
月
7
日
間
、

午
後
2
時
1
3
時
半。

同
国
で
0

.
入
園
考
査
料

1
3
0
0
円

V
姫
路
炉
捕
大
学
附
属
幼
稚
園
(
宮

⑫

1
5
1
3
)
 

-
健
康
・
教
養
文
化
講
座
生

社
会
保
険
庁
が
建
設
し
た
姫
路

社
会
保
険
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、

温
水
プ
ー
ル、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

を
利
用
し
た
健
康
講
座
(
羽
教
室
)
、

英
会
話
な
ど
の
文
化
教
養
講
座
(
部

教
室
)
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
第

2
期

(5
年
1
月
1
3
月
)
受
講

の
申
し
込
み
は
、

ロ
月
1
日

ω
i

5
日
出
に
。

V
姫
路
社
会
保
険
健
康
セ
ン
タ
ー

(
宮

@
1
7
0
0
)

た
男
女
(
平
成
5
年
3
月
草
業
見
込

み
を
含
む
)
か
、そ
れ
と
同
等
以
上

の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

・
出
願
期
間

5
年
1
月
日
日
出

i
m
日
出

-
試
験
日

2
月
9
日

ω・日
日
制

.
就
業
年
限

2
年

-
授
業
時
間

午
後
1
時
1
5
時

(
医
療
機
関
に
就
職
し
、
働
き
な

が
ら
学
ぶ
こ
と
が
原
則
)

V
姫
路
市
准
看
護
高
等
専
修
学
校

(宮
⑩

1
2
4
1
)

-
姫
路
短
期
大
学
附
属

幼
稚
園
児

A-定員
叩

人
(
男
女
各
回
人
)

.
資
格

元
年
4
月
2
日
1
2
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

中央保健所 西保健所
中央保健所
南支所

一般健診
12、16、19、2610、12、17、19、24
30、③、⑦日 26、①、@、@日

(予約制)
9 s寺-11時 9 s寺-11時

4か月児健診・鯖相談 19、③日 18、②日 12， 19日

{個別通知制) 13時-141時半 1311寺-14時半 13時-14時半

10か月児健診 10、@ 日 11、@日 24日

(個別通知制) 13時-14時半 13時-141時半 13時-14時半

(1個歳別Bか通月知児惜制参) 12、17日 19日 17、@日

13時-14時半 13時-14時半 13時-1411寺半

3歳児健診 24， 25日 ③ 日 10、①日

(個別通知制) 13時-1411寺半 13時-14時半 13時-141時半

妊産婦健診 ② 日 10日 ④日

(医師) 131時-1411寺半 131時半-14時半 13時半-141時半
16、30、⑦日

(検 査)
10日

911寺-11時 9 s寺-11時

成人病相談
11、⑨日 20日

13時-1411寺半 13時-14時半

精神保健相談 24日 21日

(医師) 13時-14時半

(相談員) 随時 101侍-11時半

酒害相談
10、①日 21日 ⑤日

13時-14時半 10時-11時半 10時-llII寺半

結核相談
16、⑦日 10、24、@ 日

13時-14時半 91時半-llII寺

ツベルクリン 18日
反応検査 13時-141時半

BCG接種
20日

13時-1411寺半

結核患者 18， 20日

家族検診 13時-141時半

母親学級 11、18、②、⑨日 10，24，27日 l3、20、④日
(予約制) 13時半-16時 13時15分-16時 13時半-161時

問い合わせ 合⑩1635 まま⑮1473 合⑮0320

.11;1::1同三四日曜抱」司
11月10日-12月9日の予定 (0は12月分)

広報ひめじ 11月号 14 

あなたのお名前を

入れさせていただきます。
灘菊1.8e瓶ご愛飲者にお贈りする・.. . . . 

ぢよこ

杜氏専用 ささ猪口プレゼント
・応募方法 灘菊1.812瓶肩ラベル特撰・上撰・佳撰の文字を切り取り、

12枚を1口として、台紙に貼り小売屈にお渡し下さい。
(応募台紙は小売屈にあります。)

・応募期間 ・平成4年10月1日~平成5年3月31日

灘菊酒造株式会社事J553官官思目i2l号お

杜氏
古舘章一
(南部杜氏)

大室薬晶練)

'92年10月発行15 



-
手
作
り
ク
ッ
キ
ー
の
庖

「
樫
の
詩
」
オ
ー
ブ
ン

か
し
の
き
園

生
の
手
作
り
ク

ッ
キ
ー
の
屈
が

オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
av愛
称

ク
ッ

キ
ー
工

房

樫

の
詩
(
、
っ
た
)
(
宮

⑮
2
2
2
0
)
 

販
売
内
容

もっと知りたい

自然・科学@

馬坂峠(大塩)のノジギク

暮らし

-
国
民
健
康
保
険
証
が

変
わ
り
ま
す

現
在
使
用
中
の
保
険
証
は
、
日

月
初
日
間
で
無
効
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、

日
月
下
旬
に

世
帯
主
あ
て
郵
送
し
ま
す
。

保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る

世
帯
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保

険
課
窓
口
で
資
格
の
確
認
と
納
付

相
談
完
了
後
に
交
付
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
保
険
料
は
納
期

内
に
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
が
で

.市役所の所在地は〒670姫路市安田四丁目lです

費留包出同

姫路のひろば レギュラー

書写山は魅力にあふれ
~朝粥 (あさガゆ)会体験記~
11月15日(日)22:30-22:45・28日出17:45-18:00(再)

ル
ネ
l
ル
、
チ
ョ
コ
チ

ッ
プ
ス
な

ど
ク
ッ
キ
ー
山
種
類
と
マ
ド
レ

l

ヌ
な
ど
ケ
ー
キ
3
種
類

V
ル
ネ
ス
花
北
(
宮
⑮
7
1
2
2
)

晩
秋
に
な
る
と
大
塩
の
馬
坂
峠
や
小
赤
壁
周

辺
(
的
形
)
で
清
そ
な
白
い
花
の
群
れ
を
作
る

ノ
ジ
キ
ク
。
兵
庫
県
が
分
布
の
北
限
東
限
に
当

た
り
ま
す
。
ま
た
、
な
ぜ
雑
草
も
育
た
な
い
が

け
に
生
、
え
る
の
か
良
く
分
か

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

競
争
力
の
弱
い
純
粋
極
で
あ
る
た
め
強
い
草
木

に
生
育
地
を
奪
わ
れ
、
つ
い
に
は
崖
地
へ
と
追

い
や
ら
れ
た
の
だ
と
考
、
え
も
り
れ
て
い

ま
す
。
植
物
園
で
は
日
月
比
日
か
ら

お
日
ま
で
ノ
ジ
ギ
ク
展
を
開
催
。
先

着
抑
人
に
ポ
ッ
ト
植
、
え
を
プ

レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
園
く
だ
さ
い
o

v手
柄
山
温
室
植
物
園
(
宮
⑮

4
3

0
0
)
 

花辺周

-
シ
ル
バ
ー
観
光
ガ
イ
ド

-
条
件

印
歳
前
後
の
健
康
な
人
。

約
4
か
月
ほ
ど
の
研
修
後
、
資
格

適
正
審
査
を
経
て
合
格
者
を
決
定

av募
集
人
員

加
入
程
度

v
日
月
日
日
開
ま
で
に
、

シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
(
包
⑫
4
0
0

0
)
へ

-
里
親
制
度
に
ご
協
力
を

里
親
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情

で
親
の
元
で
育
て
ら
れ
な
い
子
ど

き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
国
民
健
康

保
険
か
ら
脱
退
す
る
手
続
き
を
済

ま
せ
て
い
な
い
人
は
、
保
険
料
が

か
か
っ
た
ま
ま
で
す
の
で
、
す
ぐ

に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ロ
月
1
日
附
現
在
で
継
続
受
診

中
の
人
は
、
必
ず
新
し
い
保
険
証

を
医
療
機
関
の
窓
口
へ
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
古
い
保
険
証

は
、
国
民
健
康
保
険
課
ま
た
は
お

近
く
の
支
所
・
出
張
所
・
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
o

v国
民
健
康
保
険
課
(
宮
⑪

2
3

4
2
)
 

-
サ
ン
ハ
イ
ツ
英
賀
保

分
譲
受
け
付
け
中

-
場
所

飾
磨
区
城
南
町
二
丁
目 がけに追いやられた花ノジギク

も
を
養
育
し
て
い
た
だ
く
制
度
で

す
。
多
く
の
人
の
こ
理
解
を
。

7
兵
庫
県
播
磨
地
区
里
親
会
(
宮

⑮

1
2
6
1
)
、
児
童
課
(
宮
⑪

2

3
1
2
)
 

-
高
額
療
養
費
の
申
請
を

支
払
わ
れ
た
医
療
費
が
一
定
額

(
人
・
月

・
病
院
・
診
療
科
・
入

院
外
来
別
で
6
万
円
、
市
民
税
非

課
税
世
帯
は
3
万
3
6
0
0
円
な

ど
)
を
超
、
え
る
場
合
は
、
高
額
療

養
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

医
者
の
指
示
に
よ
り
宥
諮
を
付
け

ら
れ
た
場
合
や
コ
ル
セ
y
ト
を
装

着
さ
れ
た
場
合
は
療
養
費
が
支
給

さ
れ
ま
す
の
で
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

V
国
民
健
康
保
険
課
(
宮
⑪

E
3

4
E
)
 

-
戦
後
強
制
抑
留
者

(
遺
族
)
の
皆
さ
ん
へ

戦
後
、
旧
ソ
連
邦
ま
た
は
モ
ン

ゴ
ル
国
の
地
域
に
強
制
抑
留
さ
れ

た
人
ま
た
は
そ
の
遺
族
に
、
内
閣

総
理
大
臣
名
の
書
状
、
銀
杯
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
年
金

思
給
な
ど
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い

人
に
は
、
併
せ
て
慰
労
金
と
し
て

叩
万
円
の
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
0

・
請
求
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

平

成
5
年
3
月
白
日
ま
で
に
、
平
和

祈
念
事
業
特
別
基
金

業
務
第
二

課
(
干
川
東
京
都
文
京
区
大
塚

5

ノ
l
ノ
旧
宮

0
3
・3
9
4
5
・

-
規
模

鉄
筋
8
階
建
て
川
崎
戸

・
専
有
面
積

η
i
M
平
方
灯

・
価
格

2
8
5
7
万
3
0
0
0

円
i
4
0
5
9
万
6
0
0
0
円
(最

多
価
格
帯
3
2
0
0
万
円
台
・
お

一戸
)
V
金
融
公
庫
融
資

(
1
9
8
0
万

円
1
2
0
4
0
万
円
・
予
定
)・管

理
組
合
費
・
駐
車
場
な
ど
の
問
い

合
わ
せ
は
播
磨
地
方
住
虫
点
盟
E
(
宮

⑪

E
9
9
0
)
へ
。
即
入
居
可

-
m歳
か
ら
の
国
民
年
金

今
ま
で
の
却
歳
以
上
の
学
生
は
、

希
望
す
る
人
だ
け
が
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
ま
し
た
が
、
加
入
し

て
い
な
か
っ
た
人
は
将
来
、
満
額

の
老
齢
基
礎
年
金
を
も
ら
え
な
か

市
政
テ
レ
ビ
・
映
画
・
ラ
ジ
オ
・

23:日日-23:20

WJtIl~ コ江ティー9ch

ひめじ市政情報 市政の情報を文字で放送します。

月~金曜日 11:日日-11:20 14:凹-14:20
17:00-17:2日 19:30-19:50
13:00-13:20 1日:日日-18:20

市内の映画館(10館)で上映中

とびっくす姫 路

土・ 日曜日

4
7
0
3
)
へ

V
年
金
課
(
宮
⑪
2
3
3
2
)

-
手
話
奉
仕
員
教
室

。
日
時

ロ
月
1
日
附
i
4
日
刷
、

7
日
間

l
m
日
附
ま
で
の
8
日
間
。

午
後
1
時
半
1
4
時
半

A-場所
兵
庫
県
総
合
庁
舎

-
対
象

聴
覚
障
害
者
な
ど
の
福

祉
に
理
解
と
熱
意
が
あ
る
人

-A
疋

員

叩
人
(
初
級
コ

l
ス
)

av受
講
料

無
料

V
H
月
日
日
開
ま
で
に
、
電
話
で

福
祉
課
(
岱
⑪

2
3
0
5
)
へ

-
母
子
家
庭
な
ど
特
別
相
談

-
期

日

ロ

月
日
日
幽

今
場
所

自
治
福
祉
会
館

-
対
象

母
子
家
庭
の
母
と
子
、

寡
婦
お
よ
び
そ
れ
に
準
じ
る
人

A-相談
内
容

法
律
上
の
専
門
知

識
を
要
す
る
も
の

V
H
月
初
日
倒
ま
で
に
児
童
課
(
包

⑪
2
3
1
2
)

へ

花と緑

-
緑
の
展
示

V れ日 . 仕)+
緑 も仕)第・第
の 、¥ 3 15 4 
担 緑 5 回 目 回
談 の年 冬 (FI)寒
所 相 2め でう
高談月鉢 ン
お所 4花展
Y で日展
i。吋 11
可 い月
↓ ず 28

日
月
比
日

っ
た
り
、
障
害
状
態
に
な
っ
て
も

障
害
基
礎
年
金
か
受
け
取
れ
な
い

と
い
う
例
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
点
を
改
善
す
る
た
め
に
、

平
成
3
年
4
月
か
ら
、
加
歳
以
上

の
学
生
に
も
国
民
年
金
へ
の
加
入

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
保

険
料
は
月
額
9
7
0
0
円
。
個
人

で
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
部
を
除
い
て
学
生
は
収
入
が

な
い
の
が
一
般
的
。
そ
こ
で
申
請

に
よ
る
免
除
制
度
や
就
職
後
、
収

入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、

免
除
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ら
れ
る
追
納

制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
相
談
を
。

V
年
金
課
(
宮

(U
E
3
3
2
)

キ
ャ
プ
テ
ン
・
テ
レ
ホ
ン

11月の番組/，tr空中展望 ・歴史探訪 ・新書写wロープウェイJ
「播磨路lこ秋の訪れ姫路減観同会J です。

.ãï月7日~15日(山陽座U 大劇プラザU'08劇場)

.16日~月末(山陽座3、4東映大劇場・大島jパレス 08松竹座)

77.6MHz 
Jし 三ノ工Jレ

Le Ciel ~いつか見定空~
毎週金曜日 21 :15-21 :45サウンドクルー
竹月のテーマカラーはrいちょう色Jです。

~ 

吉田真里子

ラE33f関西558KHz

-
秋
の
洋
ラ
ン
展

V 無学 4・・+温 料生 入展期5)l崎示間
円 料
(各 11

園 11大極月
a 月人洋 21
嵐 23 200ラ日τ 日円ン仕)3 棚、 200¥ 
0 は小種 26
n 入・ 400日
と 園中点休)

-
緑
の
講
習
会

-
寒
ラ
ン
の
楽
し
み
方
日
月
日

日
側
、
午
前
日
時
1
正
午

・
洋
ラ
ン
の
冬
越
し
の
仕
方
日

月
幻
自
側
、
午
前
日
時
1
正
午

A

マ
ホ
ワ
イ
ト
ツ
リ
ー
の
作
り
方

ロ
月
6
日
側
、
午
前
日
時
1
正
午
。

材
料
費
3
0
0
0
円
。
い
ず
れ
も
、

繰
の
相
談
所
で
。

V
は
が
き
か
電
話
で
、
講
習
名
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
郵
便
番

号
を
書
い
て
緑
の
相
談
所
(
干
肌

西
延
末
側
・
宮
(⑪
6
8
8
7
)
へ

-
シ
ク
ラ
メ
ン
展

。
期
間

ロ
月
5
日

ωi幻
日
間

・
展
示

鉢
物
の
女
王
と
い
わ
れ

る
シ
ク
ラ
メ
ン
印
極
加
点

-
即
売

シ
ク
ラ
メ
ン
を
廉
価
で

V
温
室
植
物
園
(
宮
⑮
4
3
0
0
)

-
姫
路
城
盆
栽
展

期

間

口

月
8
日
制
1
口
白
川
w

・
場

所

姫

路
城
西
の
丸
庭
園

。
内
容

黒
松
な
ど
約
均
点

V
城
周
辺
管
理
課
(
宮
⑮

5
6
8

5
)
 

-
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル

い
つ
も
利
用
し
て
い
る
屈
だ
か

ら
と
、
何
と
な
く
洗
濯
物
を
渡
し

た
り
、
受
け
取
っ
た
り
し
て
い
ま

せ
ん
か
。
出
す
と
き
の
注
意
と
し

て
は
、
①
ポ
ケ
ッ
ト
に
忘
れ
物
は

②
シ
ミ
の
部
分
に
は
目
印
を
③
破

れ
は
直
し
て
お
く
④
取
れ
そ
、
つ
な

ボ
タ
ン
は
付
け
直
し
⑤
デ
メ
リ
ッ

ト
表
示
や
注
意
事
項
は
庖
に
伝
、
え

る
⑥
高
級
品
や
形
見
は
そ
の
旨
を

伝
え
る
⑦
預
か
り
証
を
必
ず
受
け

取
る
③
和
服
や
皮
革
、
毛
皮
製
品

は
専
門
庖
に
。
ポ
リ
袋
は
運
搬
用

で
す
の
で
、
す
ぐ
外
し
ま
し
ょ
う
。

V
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
(
宮
⑪
2

1
1
0
)
 

姫路市からのお知らせ ft21-2222 
市の催し、 募集怠ど役立つ情報を電話でお知らせ。

〈問い合わせ広報課 ・fi@2070>

姫路市からのお知らせ
月~金曜日日:13-8:15・9:32-日:33・17:32-17: 33 

ム姫路メディアネットワーク

姫路市政情報
あなたの知り定い情報を、いつでも引き出すことができます。

市の各施設に設置している鋪末機をご利用ください。

女国産・外国品を各種取り揃えております。￥27，500"-'￥130，000
*お手持ぢの補聴器の点検・調整や「聞こえJの相談・聴力測定

広報ひめじ竹月号 16 

お気軽にお越し下さい

25紳声ヒ17・J:"ヲ包:"9-姫路底
姫路市十二所前田Tll番地(サンワビル5階)大劇前

TEし(0792)89-3341番

<4*人の耳型の中に組み
込んで造るオーター補
聴器です(左記写真)

￥108.000-
￥230.000 

補聴器も注文して造る
時代になりました 1

ご存知ですか?通't~
.，"・司..f.，，'"空圃・・圃・・・・・・.，."‘・咽..L_・・a電E三孟瓦瓦二二一
".I~r~"DZ. lj ，ョョE副1'-:・・・L・......-.lA.. -"'J且......--.......・・・rJ・・

加入に年令制限のない

恒ム
<諸団体>》冒町'
姫路市姫路市消防局 ・各消防署姫路市各消防団

姫路市防火筒会連合会姫路市連合自治会

姫路市連合錫人会

済

ft21-2923的

姫路市民共済生活協同組合

姫路市安田四丁目1番地姫路市役所内(東別館3F)

市民
大切な建物・家財を守る

17 '92年'10月発行



-
全
国
一
ュ
l
メ
デ
ィ
ア
祭
盟

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ヒ
は
多
チ
ャ
ン

ネ
ル
と
い
う
特
性
に
よ
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
情
報
や
行
政
情
報
の

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
大
き
な
可
能
性

を
秘
め
て
い
ま
す
。
番
組
内
容
の

充
実
、
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

日

時

日

月
日
日
樹
、
午
後
1

時
i
4
時
半

国
暗
所
ホ
テ
ル
サ
ン
カ
ー
テ
ン

姫
路一ア
l
マ
幻
世
紀
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
と
ま
ち
づ
く
り

内
容

基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

参
加
費

5
0
0
0
円

企
画
参
事
(
宮
⑪

2
3
8
1
)

-
「
世
界
は
ひ
と
つ
」
の
集
い

-
日
時

ロ
月
比
白
川
、
午
後
6

時
1
8
時

場
所

商
工
会
議
所

、内
容

在
住
外
国
人
に
よ
る
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
ゲ
ー
ム
、

立
食

パ
ー
テ
ィ
ー
で
友
情
を
深
め
ま
す
0

・
定
員

捌
人

A-会費
2
5
0
0
円

V
H
月
刊
日

ω
1幻
日
幽
ま
で
に
、

会
費
を
添
え
て
国
際
一釜
儲

会
(市

-
こ
こ
ろ
の
祭
り
姫
路

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
片
手
に
、
ふ
だ

ん
公
開
さ
れ
て
い
な
い
自
宅
、
工

房
を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

-
日

時

日

月
日
日
側
、

午
前
日

時
1
午
後
4
時

。
公
開
場
所
小
林
平
一
さ
ん
宅

(船
津
町
)
、
明
珍
本
舗

(伊
伝
居
)

な
ど
。
詳
し
く
は
、
市
政
情
報
セ

ン
タ
ー
、
各
支
所
な
ど
で
配
布
す

る
ガ
イ
ド
マ

ッ
プ
を
。

V
文
化
振
興
財
団
(
宮
⑮

8
0
1

-
H月
の
星
の
子
館

-
自
然
と
遊
ぼ
う
/
ネ
イ
チ
ヤ
|

ゲ
ー
ム
で
楽
し
も
う
日
月
日
日

川
、
午
後
1
時
半
1
3
時
。
定
員

白
人
。
雨
天
中
止

av第
4
回
星
の
子
人
形
劇
日
月

お
日
師
、

午
後
2
時
i

3
時

.
年
賀
状
を
作
ろ
う
/
日
月
却

白
川
、
午
後
2
時
i
4
時
。
定
員

ω人
(は
が
き
を
持
参
)

メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
ト

1
(木
の
実
で
リ
ー
ス
を
作
ろ
う
)

ロ
月
5
日

ω、
午
後
2
時
i
4
時
。

定
員
加
入

。
第

E
回
天
文
講
演
会
「
国
際
宇

宙
年
に
寄
せ
て
」
ロ
月
6
日
側
、

午
後
3
時
1
4
時
半
。
定
員
刊
人

(小
学
3
年
生
以
上
)

マ
実
施
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
、

電
話
で
星
の
子
館
(
宮
⑫
3
0
5

0
)
へ

-
手
柄
山
遊
園
の

無
料
開
放

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
テ
レ
ビ
は
、

「画
像
が
き
れ
い
な
次
世
代
テ

レ
ビ
」
と
し
て
、
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。
今
の
テ
レ

ビ
が
縦
・

検
比
三
対
四
で
走
査
紘
(
画
面

を
構
成
す
る
線
で
多
い
ほ
ど
画

像
が
き
れ
い
)
の
数
が
五
百
二

十
五
本
に
対
し
て
、
ハ
イ
ビ
ジ

ョ
ン
は
横
長
の
九
対

一
六
で
千

百
二
十
五
本
。
普
通
の
テ
レ
ビ

と
比
べ
て
横
長
の
た
め
、
ワ
イ

ド
ス
ク
リ
ー
ン
で
映
画
館
並
み

の
迫
力
が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
走
査
献
が
多
い
た
め
、

制
か
い
部
分
ま
で
画
悔
い
か
鮮
明
で
す
。

二
十
一
世
紀
の
新
映
像
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
期
待
さ
れ
る

ハ
イ
ビ
ジ

ョ
ン
は
、
テ
レ
ヒ
放
送
だ
け
で
な
く
、
医
療
や

教
育
を
は
じ
め
幅
広
い
分
野
で
の
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

11 

-
期
日

.
場
所

日
月
四
日
附
・
初
日
倒

文
化
セ
ン
タ
ー

側4・l
東労
芝
姫
路
工
場

。
内
容

受
講
生
に
よ
る
舞
台
発

表
、
作
品
展
示
。
記
念
講
演
は
、

小
西
孝
彦
さ
ん
(頒
栄
町
期
大
学
)
。

生
涯
学
習
課
(
宮
⑪

2
7
8
3
)

-
犬
の
里
親
さ
が
し

犬
を
あ
げ
た
い
人
、
欲
し
い
人

は
犬
の
交
換
会
へ
。
犬
が
欲
し
い

人
は
印
鑑
と
費
用
7
0
0
0
円

(予
防
接
種
代
な
ど
)
を
持
参

av
日
時
・
場
所

ロ
月
6
日
刷
、
午

前
叩
時
1
正
午
。
中
央
保
健
所
で
o

v動
物
管
理
課
(
包
⑪

9
7
4
1
)

日
月
お
日
仰
の
勤
労
感
謝
の
日

は
、
入
園
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
o

v手
柄
山
遊
園
(
宮
⑮

0
5
0
3
)

-
木
の
葉
で
遊
ぼ
う

-
日

時

日

月
日
日
州
、
午
前
叩

時
1
午
後
2
時

9
場
所
自
然
観
察
の
森

av対
象

小

学
生
以
下
の
市
民

(保
技
者
同
伴
)

-
内

容

紅

葉
し
た
木
の
葉
を
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
。
ゲ
ー
ム
や
工
作
も
0

4
V
定
員

加
入

v
日
月
日
日
附
ま
で
に
電
話
で
自

然
観
察
の
森
(
包
⑮

1
2
6
0
)へ

-
星
の
子
館
の
天
体
観
測

工
チ
オ
ピ
ア
王
家
の
物
語

月
日
日
制
1
日
日
制

二
重
星
回
日
月
却
日
制
i
u

日
幽
〉
ク
レ
ー
タ
ー
を
訪
ね
て
日
月

出
目
的

1
ロ
月
4
日
制

-

一
番
星
見
つ
け
た
j
金
星
を
探

そ

う

ロ

月
5
目
的
1
U
日

ω

-
観
測
希
望
日
の
叩
目
前
ま
で
に

往
復
は
が
き
に
観
測
希
望
日
、
希

望
時
間
(
午
後
6
時
、
7
時
、
8

時
)、
代
表
者
の
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
、
参
加
人
数

(大
人
と
子

ど
も
の
内
訳
)
を
書
い
て
星
の
子

ウオッチシグ、
姫路の技術⑦

館
天
文
係

(=l
ml白
青

山

1

4
7
0ノ
凶
・
2
⑮
3
0
5
0
)
へ

-
農
林
漁
業
ま
つ
り

日
時
日
月
凶
日

ω・
日
日
間
、

午
前
日
時
1
午
後
3
時
半

場

所

園

芸
セ
ン
タ
ー

(山
田

町
多
国

1
1
7
4
ノ
U
・
E
@
2

2
2
0
)
 

b
内
容

ふ
る
さ
と
物
産
フ
ェ
ア

|
、
ふ
る
さ
と
体
験
フ
ェ
ア

l
、

農
林
水
産
業
展
示
フ
ェ
ア
|

農
水
産
課
(
宮
⑪
E
4
7
2
)

-
市
立
公
民
館
の
集
い

圃

-
中
高
年
者
ワ
ー
プ
ロ

技
能
研
修

-
日
時

ロ

・

1
月
コ
ー
ス
(
ロ

月
日
・口

-n-m
目、

1
月
6
・

日
・
日
・
詑
日
の
8
日
問
、
い
ず

れ
も
午
後
1
時
1
4
時
)
、
2
・
3

月
コ
ー
ス
も
開
講
予
定

-
場
所

中
高
年
者
ワ

l
ク
ル
ー

ム

(田
寺
東
二
丁
目
)

A
V
対

象

日

歳
以
上
の
市
民

-
内

容

ワ

ー
プ
ロ
の
基
本
操
作

・
定

員

加

入

(抽
選
)

-
受
講
料

4
0
0
0
円

(
教
材

.市役所の所在地は干670姫路市安田四丁目1です

可F

費
は
実
費
負
担
)

V
日
月
四
日
制
ま
で
に
、
中
高
年

者
ワ
ー
ク
ル
ー
ム
か
高
年
福
祉
課

備
え
付
け
の
用
紙
で
、

同
ワ
ー
ク

ル
ー
ム

(
宮
⑮
4
7
1
7
)
か
同

課
(
宮
⑪

E
3
1
9
)
へ

-
姫
路
木
曜
会
(
異
業
種
間

交
流
会
)
公
開
講
演
会

-
日
時
日
月
ロ
日
附
、
午
後
6

時
1
8
時

-
場
所

姫
路
経
営
者
協
会

-
演
題
異
色
の
軍
人
・
河
本
大

作

(三
日
月
町
出
身
で
張
作
品称爆

殺
の
首
謀
者
)

-
講

師

大

塚
健
洋
さ
ん
(
姫
路

調
協
大
学
助
教
授
)

V
姫
路
短
期
大
学
(
福
永
研
究
室
)

4 

‘ 

-・

ウ'ィテブスクの冬の夜(1947) 

幻想的な夢の絵画で知られる今世紀の巨匠シャガー

ルの全貌(ぼう)を、国内外の美術館、所蔵家の協力を

得て、油彩・水彩・版画併せて120点で紹介します。

ブレ開館10周年記念

シャガール展
H月21日②-12月四日⑮
10:00-17:日日(入場は16:30まで)
休館日 毎週月園IB{ただし、11月23日腕は開館、24日閃l孟休館}

.一般 1000円 (800円)
・大学・高校生 600円 (450円)
・中学・小学生 300円 (200円)
( )内は20人以上の団体および前売料金

。姫路市立美術館

しろかげ号 11月-12月
<11月後期分)11日=船津町、 菅生台、
万出 12日=網干区和久、御国野町御

着、別所町別所 13日=四郷町山脇、
白鳥台二丁目 18日=飾磨区富士見ヶ

丘町、打越 19日=御国野町深志野、勝原区下太田・

大谷 20日=林田町上伊勢・林田 26日=仁豊野、豊

富町甲丘四丁目、林田町六九谷 27日=的形町的形、

広畑区北野町一丁目・小松町二丁目

<12月前期分)3日=書写台二丁目、勝原区熊見 4 
日=大塩町汐崎一丁目、勝原区山戸・勝山町 9日

=船津町、 菅生台、万出 10日=網干区和久、御国

野町櫛着、別所町別所

名画鑑賞会(土曜日午後2時から、

ンター・ 2階大会議室で上映)

11月14日=竹取物語 11月21日=

夢 11月28日ニゴジラ

砂域内図書館(宮⑩4883)

v 

市民苛、でろ‘!一

司V

~ 

~ 

~ 

(
宮
⑫

1
5
1
3
)。
入
場
無
料

-
城
と
ま
ち
づ
く
り

市
民
公
開
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

城
の
あ
る
ア
ジ
ア
の
町
か
ら
研

究
者
を
迎
え
、
ま
ち
づ
く
り
の
可

能
性
を
探
り
ま
す
。

-
日
時
日
月
初
日
樹
、
午
後
1

時
1
5
時

A'場
所
日
本
城
郭
研
究
セ
ン
タ

-
内

容

①

基
調
講
演
、
田
中
琢

さ
ん
(
文
化
庁
文
化
財
鑑
査
官
)

②
海
外
か
ら
の
報
告
③
日
本
の
事

例
④
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

.
定

員

捌

人

V
H
月
日
日
幽
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
で
城
郭
研
究
室
(
〒
刷
本

町
回

・
宮
(
⑩

4
8
7
7
)
J¥、

-
パ
ー
ド
力
l
ピ
ン
グ
教
室

-
日
時
日
月
泊
日
日
・
ロ
月
6

日
冊
、
い
ず
れ
も
午
前
日
時
半
1

午
後
3
時

-
場
所
自
然
観
察
の
森

av対
象
両
日
と
も
参
加
で
き
る

日
歳
以
上
の
人

A
V
内
容

幸
せ
を
運
ぶ
ル
リ
ビ
タ

キ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
木
を

削
っ
て
色
を
塗
れ
ば
出
来
上
が
り

ま
す
。

av
定

員

日

人

.
参
加
費

2
1
0
0
円

(材
料

費
)
V
H
月
幻
日
出
ま
で
に
、
電
話
で

自
然
観
察
の
森
(
宮
⑮
1
2
6
0
)

E⑫22田
.. 

ノ¥、-
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

共
感
ぬ
く
も
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

幻
世
紀
の
高
齢
社
会
を
支
、
ぇ
合

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
在
り
方
に
つ

い
て
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

-
日
時
日
月
刊
日

ω、
午
後
2

時
i
4
時
半

-
場
所
姫
路
キ
ャ
ス
パ
ホ

l
ル

.
対
象
市
民
別
人

-
内
容
企
業
、
家
族
、
活
動
グ

ル
ー
プ
代
表
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
演
奏
な
ど

av参
加
料
無
料

V
電
話
で
吉
田
齢
化
社
会
翠
県
室
(
宮

⑪
2
5
2
3
)
へ

日本城郭研究セ

-月例市民ゴルフデー(平成5年1月14日附実施)
(申込資格) 姫路市に住所又は勤務先を有する方。
(申込方法) ①製往復ハガキに申込代表者と同伴者(3名)の氏名.住所、動

務先、電話番号を記般のうえ、申し込み下さい。
11月15日から11月20日までの消印のあるものを有効とします。
@滞込組数は1人1組とします。
@津込者多数の場合は、ゴルフ場において姻選を行~.\.当選者に
はハガキで通知します。

(プレー料童) 1名につき10，000円です。(含消費税)
来プレー料金1，∞0円割引の優遇箔置適応。(通常平日利用料金
11，∞日円)

-初夢市民ゴルフデー(平成5年1月2日出実施)
(募集人員) 160名(4名x40組)
(利用料金) 1名14，000円(飲食費各自負担)
(申込方法) ①官製往復ハガキ!こ、申込代表者と同伴者(3名)の氏

名、住所、勤務先、篭話番号を記載、いすれも姫路市

に住所又は勤務先を有すること。

②申込多数の場合は姻選。

③申込代表者1名につき1組(4名)1こ限定。
(申込期間) 平成4年11月21日凶かう同月30日開までの消印のあるもの。

世界名作童話一一一アラビアン・ナイトより
「ぬいくかるみ人形劇」

アリパパと四十人の盗賊(2幕)

11月25日制18時30分開演
ところ/姫路市文化センター大ホール
入場料/大 人 2，脚円

高校出~下醐円
ペア.2.

映画rゴジラJの1シーン

18 

急姫路シーサイドコルフコースtrzzt;宮廷哲三日害総器
広報ひめじ什月号

アンサンブル・ウィーン=ベルリン(木管五重奏)
シュテファン・r>j'ラダー(ピアノ)
・タンツィ:木管五重奏曲ホ短調OP.67-2
・モーツアルト:ヒγノと管来α:民約五重奏曲変本長調K.452
-J.シュトラウス:観光列車Jエジプト行進曲/鱒動/t'YifJートポルカ
・ブーランク:ピアノと管楽のための六重奏曲

11月14日出 19時開演
ところ/パルソナスホール
入場料メ5，000円〈全席指定〉

19 '92年10月発行



中央保健所 g⑩1635 

中央保健所南支所 ~0320

西保健所 ft@1474 
保健管理課 包⑪2453

12月1日は世界エイズデ一
世界工イズデーとは、 WHO(t世界保健機関)がエ
イズ撲滅を目指して1988年に提唱したものです。今
や、エイズは遠い国の病気ではありません。日本で
も確実に増加しています。ごく身近な問題なのです。

1ω 

B 

広報ひめじ竹月号 20 

{日月末現在}

定6

238 

エイズは、着実に溜えています。
B本の工イズ感染者{患者を含む}届出数
{血渡凝固因子製剤による感染者を除く。

厚生省工イズサーベランス委員会講同}

200 

人

300 

-
工
イ
ズ
は
感
染
力
が
弱
く
、

-
感
染
経
路
が
隈
ら
れ
て
い
ま
す
。

感
染
経
路
は
①
性
的
接
触
@
血
液
@
母
子
感
染
。
最
も
危
険

が
大
き
い
の
は
性
的
接
触
で
す
。

h
F

エ
イ
ズ
は
日
常
の
社
会
生
活
で
は

.
感
染
し
ま
せ
ん
。

①
だ
液
(
せ
き
、
く
し
ゃ
み
、
回
し
飲
み
)

@
汗
・
涙
(
プ
ー
ル
や
共
同
浴
場
)

③
蚊
に
ざ
さ
れ
る
ー
ー
な
ど
で
は
感
染
し
ま
せ
ん
。

h
F

心
配
な
人
は
エ
イ
ズ
の
検
査
を

・
積
極
的
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

(
検
査
目
的
で
献
血
は
で
き
ま
せ
ん
)

心
配
な
こ
と
が
あ
っ
た
日
か
ら

8
週
間
以
上
た
っ
て
か
ら

検
査
を
受
け
る
と
正
確
に
判
定
で
き
ま
す
。

場
所
・
日
時
/
中
央
保
健
所
1
第

l
・
3
・
5
水
曜
日

午
前

9
時

1
旧
時
半

西
保
健
所
l
第

2
・
4
火
曜
日

午
前

9
時

1
旧
時
半

-
料

金

/
l
、
6
0
0
円

※
検
査
は
匿
名
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
エ
イ
ズ
に

関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

職
場
や
公
民
館
な
ど
で
講
演
会
、
研
修
会
を
実

[
エ
イ
ズ
研
修
会
]
施
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
各
保
健
所
ま
で
。
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